
日本医療社会福祉協会の
災害支援活動 

公益社団法人 

日本医療社会福祉協会 

災害対策本部 



災害対策本部 成り立ち 

3月15日 協会役員や、阪神淡路大震災での支援経験 

       のある東京近郊の会員が協会事務所に結集 
 

      → 災害対策本部設置 協会としての方針を打ち出し 

 
 

 

 

 

         
 

 

 

 

  

 

  

現地支援活動 （全国のMSWを被災地に派遣） 

被災者の広域搬送・遠隔避難のための支援 

義援金の募集 

事務所支援活動 （上記の活動のマネジメント） 



 災害対策本部 組織図 
（2012年5月31日現在）     

副本部長（担当理事） 

現 地  事務所 

責任者 （1名） 

パート職員 （1名） 

協力員 （98名登録） 

責任者 （短期契約職員3名） 

協力員 （237名登録） 

本部長（協会長） 



  事務所支援活動 

●場所：東京都新宿区 協会事務局 内 

 

●体制：東京近郊の協力員・パート職員 1～２名/日 

 

●活動内容 
 

  -  協力員の現地派遣調整 

  -  情報集約と広報活動 

  -  現地の業務補助 



 石巻の活動体制 

●現地責任者 （数ヶ月間ずつバトンタッチ） 

  ・4月～9月    山田（草水）美代子氏 

  ・10月～12月 佐藤杏氏 

  ・12月～      武山ゆかり氏 

            ＋ 4月～依光則子氏 

            ＋ 5月下旬～中辻康博氏 

            ＋ 7月～1名（予定） 

●協力員 

  全国から個人、所属機関、都道府県協会単位で 

  ご協力いただいています 



 2011年4～9月の活動 

●福祉避難所「遊楽館」における相談支援活動 
 

  ・・・医療や介護を要する方の避難所で、ケアにあたっていた 

     石巻市立病院の職員の後方支援として活動   

                  ※ 7月13日～石巻市委託事業へ 
 

 ・家族の安否確認 ・グリーフワーク 

 ・諸手続き支援    ・遠隔避難の意向確認 

 ・退所支援      ・退所後の生活相談  

 ・グループワーク 

  （避難者の主体性の促進） 

 

 



     2011年10月～現在の活動 

避難所が閉鎖され被災者は 

仮設住宅や壊れた自宅を直しての生活へ･･･ 
  

孤立防止とコミュニティ再生を図りながら 

生活再建のための支援が必要 

 

●在宅避難者支援（石巻市委託事業） 

●仮設住宅支援 

●現地会員・SWとの連携・支援 

●他団体との連携や市民活動への協力 

 



●在宅避難者支援 
 

  「石巻医療圏 健康・生活 

           復興協議会」の事業 

  行政が未フォローの在宅避難者へのアウトリーチ型支援 
 

石巻医療圏全世帯の 

         一斉スクリーニング調査 

       ↓ 

要フォローと抽出された方に各専門職 

（医師、看護師、保健師、SW）が電話・訪問でアセスメントし 

必要に応じて適切な機関・職種（自分達を含む）につなぐ 

     2011年10月～現在の活動 



●仮設住宅支援 
 

  

• 相談会･茶話会 
   （主催 又は他団体や住民の会に参加） 

• 個別相談 

• 自治組織形成支援 

• 関係機関とのケース検討会（河南地域） 

• SWの広報活動 
   （仮設団地の掲示板への告知等） 

石巻市ささえあいセンタ―等業務・社会福祉士等相談支援事業 

私たちは 医療福祉・生活相談の専門集団 です 
 

医医療療ソソーーシシャャルルワワーーカカーー  
をご存じですか? 

 

私たち医療ソーシャルワーカーは、ふだん病院や老人保健施設などに勤め 

健康の保持や病気・障害などをめぐる様々なご相談にあたっています。 

福祉や介護の困りごとで、皆様のお役にたてる社会福祉の専門家です。 

私たちは、全国で働く医療ソーシャルワーカーの団体の一員です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

その他にも誰に相談したらよいか 

分からないことなどがあれば、 

お気軽にご連絡下さい 

公益社団法人日日本本医医療療社社会会福福祉祉協協会会 

   石巻事務所（大街道） TEL/FAX 0225-25-5787    090-3512-0736 

＜本部＞ 〒162-0065  東京都新宿区住吉町 8-20 ℡03－3351－5038 

仮設住宅で暮らしていて思うこと･･･ 

生活や経済のこと、介護のこと、通院のことや 

団地内で困っていることなど一緒にお話しませんか 

医療ソーシャルワーカーが 

地域の窓口と連絡を取りながらお手伝い致します 

     2011年10月～現在の活動 



 求められる支援 

個別の相談支援 

コミュニティ形成の支援 
 

地域の医療福祉システム回復のための 

ネットワーキング 
 

「外から行って何ができるの？」 

「地域の資源がわからないし・・・」 

根本は日頃の支援と変わりません 

         

          

    



活動拠点 

石巻市内のアパートの1室（２DK）を 

  事務所兼宿舎として使用 
※在宅避難者支援は協議会事務所（市内）を使用 

 

●活動に必要な物は揃っています 

  ・パソコン2台（最大5台） 

  ・インターネット環境 

  ・電話（携帯電話3台、固定電話） 

  ・自動車２台 

  ・協会ベスト10着 

 



活動拠点 

●生活に必要な物も揃っています 
 

  ・寝室2部屋・布団6組（男女に分かれて休みます） 

  ・キッチン・簡単な調理器具 

  ・冷蔵庫・電子レンジ・炊飯器・ポット 

  ・浴室・トイレ（ウォシュレット） 

  ・洗濯機・ドライヤー 

  ・テレビ 

  ・暖房器具 
 

※近所にコンビニや飲食店、ドラッグストアもあります 



   その他のサポート体制 

●ボランティア保険加入 

   協会で「天災プランB」に加入します 

 

●経費の支給 

   ・交通費全額支給  （なるべく安い手段でお願いしています！） 

   ・食費補助（上限1500円/日） 



     参加してみようと思ったら 

まずはホームページをチェック！ 
 （又は災害対策本部まで 

    お気軽にご連絡下さい） 

 

①活動カレンダーを見て 

  活動日を検討 

       ↓ 

②「応募フォーマット」を 

  ダウンロードし記入 

       ↓ 

③災害対策本部まで送る 

 ここから手続きが始まります 



参加のポイント 

●場に慣れるだけでも時間がかかります。 

  移動を含めず中3日以上の参加をお願いします。 

 

●多くの活動があるのは平日ですが、現在は、 

  曜日を問わず募集しています。 

  お休みの取りやすい土日を挟んでの参加も 

  歓迎致します。 



参加のポイント 

●県協会単位や知っている人同士で参加すると安心
です。現地で一から人間関係を作る負担が少なくて
済みます。（個人での参加ももちろん可能です） 

 

●その中で、車の運転ができる人がいるとさらに活動
しやすくなります。 

 

●経験年数は不問。ベテランでなくてもOK！ 

  若手の力も活かされます。 

 （もちろん不安であれば、ベテランさんと組むのも○） 

 

 

 

 



被災地では 

今、SWの支援が必要です 
  

そして次の大災害はきっと 
私たちが生きている間に再び起こります 

  

災害ソーシャルワークの確立に向けて 
共に取り組みましょう！ 

  

個人、所属機関、都道府県としても 
災害に備えた体制づくりを！ 



日本医療社会福祉協会 
 

災害対策本部 事務所 
  

月～金 10時～17時 

   

ＴＥＬ：０３ｰ３３５１ｰ５０３８ 

ＦＡＸ：０３ｰ５３６６ｰ１０５８ 

Email：dsstsw@jaswhs.or.jp 
 

Facebookもご覧下さい！ 

災害対策本部 連絡先 



  好評発売中！ 

 

 

 

東日本大震災 

医療ソーシャルワーカーの 

支援のバトンⅠ 
 

定価1,000円 

 

 

 


